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 今週も先週に引き続き、1 年間の活動内容を報告するクラブ協議会となります。 

後程、それぞれの委員会の委員長様よりご報告よろしくお願いいたします。 

 明日は、ロータリー奉仕デーです。第 2560 地区のすべてのロータリークラブが海岸清掃、河川清掃を

午前 10 時から一斉に行います。ロータリー活動の広報を目的としたセンター会場は新潟日報メディアシ

ップとなり、県内の各地を ZOOM でつなぎ、中継する予定です。高田クラブは第 7 分区合同で直江津郷

津海岸の清掃活動を行います。集合場所は、デュオ・セレッソで朝 8:4５に集合です。頸城自動車貸し切

りバスをご用意しております。現在 27 名の方にご登録頂いております。明日は天気も良いようなので、

よろしくお願いいたします。 

 次に地区からの報告です。第 2560 地区の第 3 分区の五泉ロータリークラブがこの 6 月 30 日をもって

解散となります。60 年の歴史を持つクラブですが世代交代、会員増強が進まずの解散となりました事を

ご報告いたします。 

結びになりますが、来週は中田年度の最終例会になります。新型コロナウィルスの感染状況も収まって

きました。お酒を飲みながら楽しい懇親の場にしたいと思います。より多くの会員の皆様にご参加頂き

ますようお願い申し上げます。 

 

 

 

出席率 96.00％ 

 

 

中田 正君・箕輪賢一君・大谷光夫君・遠藤 巌君・

福田 聖君・橋本眞孝君・齋藤尚明君・佐藤憲二君・

伴 長門君・橋詰敏一君・東野秀和君・細野 仁君・

飯塚宏佳君・小池猛紀君・本山秀樹君・佐藤勝則君・

霜村 浩君・鈴木陽一君・髙橋正彦君・吉田進一君

（6/18 ロータリー奉仕デー：郷津岸清掃） 

 

 

飯塚次期幹事：次年度会費についてのご案内 

 

 

佐藤勝則君： 

新潟日報新連載小説 

「ゆうびんの父」・ 

県展 のご案内 

 

 

 

第41回例会 6月 17日(金) №38 

 
 

 
 

星 則雄・西條英夫・猪股耐真男・鈴木陽一 
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石黒孝良君： 

退会のご挨拶 

 

 

 

 

 

 

配布物：週報№37、2022-23 年度会費のご案内、 

ロータリー奉仕デーエコバック、新潟日報新連

載小説「ゆうびんの父」チラシ、県展チケット 

回覧物：7/9 上教育大学･県立看護大学連携公開講座

「長寿の秘訣！健康で豊かに生きる」チラシ 

報 告：6/18 ロータリー奉仕デーについて 

（バス乗車の方はデュオ・セレッソ 8：45 集合） 

 

 

 

 

 

 

6 月 18 日、第 2560 地区全体でのロータリー奉仕デーとして、高田・新井妙高・直江津・高田東・越後春日

山 RC の 5 クラブ合同で直江津郷津海岸の清掃を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ協議会配付資料をご参照ください。 

例会日 プログラム 会場 

7 月 1 日 クラブ協議会 1 デュオ ･ セレッソ 

7 月 8 日 クラブ協議会 2 デュオ ･ セレッソ 

7 月 1 5 日 髙橋秀樹ガバナー公式訪問 デュオ ･ セレッソ 

7 月 2 2 日 祝日振替休会日 

7 月 2 9 日 
会員卓話 髙坂光一君 

演題 ポリオ＆ロータリーカードのお話 
デュオ ･ セレッソ 
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ＳＡＡ  石倉委員長 

今期の SAA は、例会の会場管理とお客様のケアが主な仕事となりました。 

会長からの来訪者に対する要望もあり、SAA メンバー各人がそれぞれ担当し楽しい例会

作りを目指しました。 

結果として、高田クラブらしく楽しい中にも締まった例会運営ができましたのではないか

と思っております。 

 

職業分類・ロータリー情報委員会  高坂委員長 

計画したファイヤーサイドミーティングは開催できませんでした。 

その他、定期的な情報発信についてもできませんでした。誠に申し訳ございません。 

 

 

 

 

広報･会報･雑誌委員会  星委員長 

・今年度は特に見やすく読みやすい会報作成を心掛けた 

・Facebook には幹事より例会や活動報告をほぼ毎週投稿いただき、衛星クラブ、ローターアクトクラブも頻

繁に更新することができた 

・地区補助金事業「フクシ×アート×デザイン展」開催を通じ、各種メディアに働き掛けロータリー活動の

認知度アップを図った 

・月刊誌「ロータリーの友」の中から毎号お薦め記事紹介と投稿を予定していたが、実施できなかった 

 

社会奉仕委員会  橋詰委員長（幹事代読） 

 橋詰、霜村、遠藤、横山の４名で６回の委員会を行い、楽しく活発な活動を展開しました。上期は、地区

補助金事業の「フクシ×アート×デザイン展Ⅱ」を中心に取組み、その成果は無形の障がい者の方々のアー

トの力を世に発信し、有形の支援として「フードバンクじょうえつ」そして下期の「上越教育大学留学生支

援」に結実しました。 

 また、下期ではロータリー「オークション」を会員の絶大な協力により目標を大きく上回る売上げ２７万

超えとなりました。感謝・感謝です。 

 そして、本翌日（６月１８日）のロータリー奉仕デーに３０名余りの参加をいただき、本年整えました

「屋外用ベスト」と「のぼり旗」を携えて高田ロータリーをＰＲしつつ参加致します。 

会員の皆様と共に楽しく各種事業できました事に感謝申し上げます。 

 

国際奉仕委員会  原野委員長（羽深副委員長代読） 

プロジェクト会議を開催し、グローバル補助金申請の要件を確認し、本年度は現地との

関係構築を実施することとした。 

現地スリランカアイバンク協会のニーズ把握を行い、高田ロータリークラブから現地の

希望を踏まえ、寄贈を実施した（新型コロナウィルス抗原テストキット１２５個、角膜保

存・輸送用梱包材２０個、輸送費含め、金３１０，２２１円を国際奉仕委員会予算から支

出）。 

 

ロータリー財団委員会  石黒委員長 

1．ロータリー財団寄付一人あたり、ポリオ 30 ドル・年次基金 150 ドルを目標として取り 

組みました。結果は、年会費から充当、会員はポリオプラスで達成、他は、未達成となり

ました。 

2．衛星クラブの皆様からもロータリー財団についての理解を深めてもらうため、11 月の 

  ロータリー財団月間に合せて、2021.11.19 例会におい卓話を実施。講師は第 2560 地区

2022 年 6 月 17 日 クラブ協議会資料 
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ロータリー財団委員長新保様にお願いしました。後日、卓話模様について、クラブ会報原稿を提出しま

した。 

3．ミリオンダラーは他委員会により数回実施されました。 

4．新井妙高・糸魚川東、高田東 RC にて卓話講師として積極的に参加しました。 

 

米山奨学委員会  吉田委員長  

〇活動報告 

１．10 月米山月間に卓話「米山記念奨学事業の成果と寄付について」を実施 

２．2 月に委員長セミナー参加 

３．3 月に地区から寄付増進のお願いを受け、例会で案内し資料を配布 

４．基本的には毎月、寄付のお願い（呼びかけ）を実施 

５．コロナ禍のため、奨学生との交流は実施できなかった 

＜R4.6.2 現在の寄付額＞ 

総額 1,021,000 円 

（一人あたり 16,773 円高田クラブのみ 61 名、13,613 円衛星含む 75 名） 

＜目標＞ 

お一人 20,000 円 

 

青少年奉仕委員会  細野委員長 

高田ローターアクトの活動に寄り添い、積極的に関わりを持ちサポート。 

1．定例例会 ：毎月第 1・3 木曜日  参加 

2．高田ローターアクト創立 50 周年記念事業（8 月 28 日） サポート 

3．高田ローターアクト創立 50 周年記念式典＆祝賀会（11 月 13 日） サポート 

4．第 2560 地区第 52 回地区大会（3 月 12 日） 参加 

5．高田城址公園 時計塔清掃（3 月 21 日） 参加 

 

IM 準備委員会  中田会長 

IM 準備委員会は 5 月 16 日より IM 実行委員会となりました。本山秀樹第 7 分区ガバナ

ー補佐を頂点に次のような委員会構成となりました。中田正 IM実行委員長、羽深耕時 IM

記念ゴルフ実行委員長、髙橋正彦副実行委員長、会計・登録・広報担当は山田守クラブ奉

仕 A 委員長、式典・講演担当は飯塚宏佳クラブ奉仕 B 委員長、懇親会・アトラクション

担当は橋詰敏一 SAA です。10 月 15 日（土）に妙高カントリーにて IM 記念ゴルフ大会が

開催されます。そして 1 週間後の 10 月 22 日（土）にデュオ・セレッソにて IM（インタ

ーシティーミーティング）が約 200 名の参加者で開催されます。皆様のご協力お願いいたします。 


